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市
税
な
ど
の
口
座
振
替
制
度
は
、

指
定
し
た
金
融
機
関
な
ど
の
口
座

か
ら
納
期
限
の
日
に
自
動
的
に
期

別
分
を
引
き
落
と
す
制
度
で
す
。

金
融
機
関
な
ど
に
納
付
に
行
く
手

間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
が
無
く
な

る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
市
税
な
ど

　
市
民
税
・
都
民
税
（
普
通
徴
収

分
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
（
所
有
す
る
す
べ
て

の
車
両
が
対
象
）、国
民
健
康
保
険

税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
。

利
用
で
き
る
金
融
機
関
な
ど

　
西
武
信
用
金
庫
、
み
ず
ほ
銀
行
、

三
菱
U
F
J
銀
行
、
三
井
住
友
銀

行
、
り
そ
な
銀
行
、
埼
玉
り
そ
な

銀
行
、
武
蔵
野
銀
行
、
東
和
銀
行
、

き
ら
ぼ
し
銀
行（
※
）、西
京
信
用

金
庫
、
東
京
信
用
金
庫
、
青
梅
信

用
金
庫
、
多
摩
信
用
金
庫
、
中
央

労
働
金
庫
、
東
京
み
ら
い
農
業
協

同
組
合
、
東
京
都
信
連
お
よ
び
東

京
都
の
各
農
協
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行・

郵
便
局
。

　
※
東
京
都
民
銀
行
と
八
千
代
銀

行
は
５
月
１
日
（
火
）
に
合
併
し

「
き
ら
ぼ
し
銀
行
」
に
な
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
預
金
種
目

　
普
通
預
金
、
当
座
預
金
、
納
税

準
備
預
金
（
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）。

申
し
込
み
方
法

　
市
内
の
金
融
機
関
な
ど
で
手
続

き
が
で
き
ま
す
。
預
貯
金
通
帳
、

通
帳
届
け
出
印
、
納
税
通
知
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保

険
年
金
課（
市
役
所
１
階
）、課
税

課・納
税
課
（
い
ず
れ
も
同
２
階
）

な
ど
で
配
布
し
て
い
る
「
口
座
振

替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
納
期
が
到
来
す
る
月
の
前

月
末
ま
で
に
、
納
税
課
宛
て
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
市
が
手
続
き

を
代
行
し
ま
す
。

　
市
外
の
金
融
機
関
な
ど
を
ご
利

用
の
方
や
来
庁
す
る
時
間
が
な
い

方
な
ど
は
、
依
頼
書
を
郵
送
し
ま

す
の
で
同
課
管
理
係
☎
４
７
０
・

７
７
２
９
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
※　
年
度
の
口
座
振
替
は
、
１

３０

期
分
か
ら
開
始
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
同
係

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

振
り
替
え
済
み
の
確
認

　
口
座
振
替
後
の
「
振
替
済
通
知

書
」
は
送
付
し
ま
せ
ん
。
預
貯
金

通
帳
を
記
帳
し
、
振
り
替
え
済
み

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
　
軽
自
動
車
税
は
、
口
座
振
替
し

た
方
に
６
月
中
旬
に
一
括
し
て

「
口
座
振
替
済
通
知
書
」
を
送
付

し
ま
す
。

　
※
市
税
の
申
告
な
ど
で
証
明
が

必
要
な
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
付
額
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の

で
、
同
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

注

意

事

項

　
納
期
を
過
ぎ
る
と
口
座
振
替
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
口
座
の
残
高

な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
▼
固
定

資
産
税
は
振
替
口
座
を
登
録
し
た

後
に
、
固
定
資
産
の
相
続
や
売
買

な
ど
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
で

納
税
義
務
者
を
変
更
し
た
場
合
は
、

新
た
に
口
座
振
替
の
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
共

有
納
税
義
務
者
（
２
人
以
上
の
共

有
名
義
で
固
定
資
産
を
所
有
す
る

納
税
義
務
者
）
に
つ
い
て
も
、
共

有
員
（
共
有
の
代
表
者
を
含
む
）

を
１
人
で
も
変
更
し
た
場
合
は
、

同
様
に
口
座
振
替
の
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
共

有
員
は
変
更
せ
ず
共
有
持
ち
分
の

み
変
更
し
た
場
合
は
、
口
座
振
替

の
登
録
が
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、

新
た
に
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
▼
国
民
健
康
保
険
税
は

世
帯
主
に
課
税
さ
れ
て
い
る
た
め
、

世
帯
員
の
加
入
状
況
に
変
更
が
あ

っ
た
場
合
で
も
、
世
帯
主
が
変
わ

ら
な
い
限
り
、
口
座
振
替
は
継
続

さ
れ
ま
す

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

で
も
口
座
振
替
の 

手
続
き
が
で
き
ま
す

　
納
税
課（
市
役
所
２
階
）、保
険

年
金
課
・
介
護
福
祉
課
（
い
ず
れ

も
同
１
階
）
で
、
金
融
機
関
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
口
座
振

▼
夜
間
納
税
相
談
窓
口
＝
４
月　
２６

日
（
木
）
午
後
８
時
ま
で

　
【
会
場
】
休
日・夜
間
の
い
ず
れ

も
納
税
課
（
市
役
所
２
階
）

　
【
ご
注
意
】納
税
証
明
書
の
発
行

は
で
き
ま
せ
ん

　
【
そ
の
他
】介
護
保
険
料
、保
育

園
保
育
料
、
学
童
保
育
料
は
、
納

付
書
を
持
参
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

領
収
し
ま
す

　
詳
し
く
は
納
税
課
☎
４
７
０
・

７
７
３
０
へ
。

　
休
日
と
夜
間
に
納
税
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。
市
民
税
・
都
民

税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
市
税
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
仕

事
な
ど
で
平
日
の
相
談
が
困
難
な

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
※
相
談
の
場
合
は
、
事
前
に
来

庁
の
日
時
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】休
日
納
税
相
談
窓
口
＝

４
月　
日
（
土
）・　
日
（
日
）
の

２１

２２

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◎
新
築
住
宅
の
軽
減
適
用
終
了
に

つ
い
て

　
次
の
期
間
に
新
築
さ
れ
、
固
定

資
産
税
の
新
築
軽
減
が
適
用
さ
れ

て
い
た
家
屋
は
、　

年
度
で
軽
減

２９

の
適
用
が
終
了
と
な
り
、
本
来
の

税
額
に
戻
り
ま
す
。

　
【
対
象
家
屋
】①　
年
１
月
２
日

２６

～　
年
１
月
１
日
に
建
築
さ
れ
た

２７
一
般
住
宅（
次
の
②
以
外
の
家
屋
）

②　
年
１
月
２
日
～　
年
１
月
１

２４

２５

日
に
建
築
さ
れ
た
３
階
建
て
以
上

の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
を
５
月
１
日
（
火
）

に
発
送
し
ま
す
。
第
１
期
の
納
期

限
は
５
月　
日
（
木
）
で
す
。

３１

　
※
課
税
明
細
書
と
納
税
通
知
書

を
１
冊
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
共
有
物
件
の
納
税
通
知
書
は
、

代
表
者
以
外
の
共
有
者
に
も
送
付

し
て
い
ま
す
。
支
払
い
用
の
納
付

書
は
、
従
来
通
り
代
表
者
に
送
付

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
課
税
課
土
地
資
産
税

係
☎
４
７
０
・
７
７
２
６
、
同
課

家
屋
資
産
税
係
☎
４
７
０
・
７
７

２
７
へ
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
、
市
内
に
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
を
所
有
す
る
方
が
、
そ

の
資
産
価
値
に
応
じ
て
納
め
る
税

で
、
税
率
は
１
・
４
％
で
す
。

　
都
市
計
画
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
、
都
市
計
画
区
域
内
に
土

地
・
家
屋
を
所
有
す
る
方
が
、
そ

の
資
産
価
値
に
応
じ
て
納
め
、
都

市
整
備
な
ど
の
費
用
に
充
て
ら
れ

る
目
的
税
で
、
税
率
は
０
・　

％
２４

で
す
。

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

税
額
は
、「
課
税
標
準
額
×
税
率
」

に
よ
り
算
出
さ
れ
ま
す
。「
課
税
標

準
額
」
は
原
則
と
し
て
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格

で
す
。
た
だ
し
、
法
律
に
基
づ
く

課
税
標
準
の
特
例
が
適
用
さ
れ
る

場
合
や
、
土
地
に
つ
い
て
税
負
担

の
調
整
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合

は
、
課
税
標
準
額
は
価
格
よ
り
も

低
く
な
り
ま
す
。

土
地
の
価
格
・
税
負
担

　
土
地
の
価
格
は
原
則
と
し
て
、

３
年
ご
と
に
価
格
の
見
直
し
（
評

価
替
え
）
を
行
う
制
度
が
取
ら
れ

て
い
ま
す
。　

年
度
は
、
評
価
替

３０

え
の
年
に
当
た
る
た
め
、　

年
１

２９

月
１
日
を
価
格
調
査
基
準
日
と
し

た
地
価
調
査
を
実
施
し
、　

年
度

３０

の
価
格
を
算
出
し
ま
し
た
。

　
　
年
度
に
お
い
て
も
税
負
担
の

３０
公
平
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
個
々

の
土
地
の
価
格
に
対
す
る
前
年
度

課
税
標
準
額
の
割
合（
負
担
水
準
）

の
均
衡
化
を
図
る
調
整
措
置
（
負

担
調
整
）
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

　
価
格
に
対
し
て
前
年
度
課
税
標

準
額
の
割
合
が
一
定
水
準
以
上
の

土
地
は
税
負
担
が
据
え
置
か
れ
た

り
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
す
る
一
方
、

一
定
水
準
以
下
の
土
地
は
税
負
担

が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
前
年
度
よ
り
価
格
が
下
が
っ

た
土
地
に
つ
い
て
も
、
税
額
は
据

え
置
か
れ
た
り
引
き
上
げ
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
の
評
価
・
税
負
担

　
　
年
度
は
家
屋
の
評
価
替
え
の

３０
年
度
に
当
た
る
た
め
、
新
し
い
評

価
基
準
に
よ
っ
て
新
増
築
分
家
屋

の
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

在
来
分
家
屋
も
こ
の
基
準
に
よ
っ

て
見
直
し
を
行
い
、
建
築
時
か
ら

の
年
数
の
経
過
に
応
じ
た
減
価
率

を
反
映
し
て
、　

年
度
の
評
価
額

３０

を
算
出
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
算

出
し
た
新
評
価
額
が
前
年
度
を
上

回
っ
た
場
合
は
、
前
年
度
の
評
価

額
に
据
え
置
き
、
下
回
っ
た
場
合

は
算
出
さ
れ
た
新
評
価
額
と
な
り

ま
す
。
こ
の
評
価
額
に
基
づ
き
税

額
を
算
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
減
価
率
は
最
低
限

度
で
あ
る　
％
に
な
る
ま
で
緩
や

２０

か
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
が
、
家

屋
が
取
り
壊
さ
れ
な
い
限
り
、
ゼ

ロ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

年
数
の
経
過
し
た
古
い
家
屋
で
は

税
額
が
下
が
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

替
の
手
続
き
（
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振

替
受
付
サ
ー
ビ
ス
）
が
で
き
ま
す
。

　
【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】①
口

座
振
替
し
よ
う
と
す
る
口
座
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
②
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
③
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
）

　
※
預
貯
金
通
帳
の
届
け
出
印
は

不
要
で
す
。

　
【
対
象
金
融
機
関
】み
ず
ほ
銀
行
、

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
三
井
住
友
銀

行
、
り
そ
な
銀
行
、
埼
玉
り
そ
な

銀
行
、
東
和
銀
行
、
き
ら
ぼ
し
銀

行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
西
京
信
用

金
庫
、
西
武
信
用
金
庫
、
青
梅
信

用
金
庫
、
多
摩
信
用
金
庫

　
詳
し
く
は
納
税
課
管
理
係
☎
４

７
０
・
７
７
２
９
へ
。

　
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
は
、
年
に
６

回
、
偶
数
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
年
間
の
保
険
料
額
は
、
市

民
税
・
都
民
税
（
住
民
税
）
の
課

税
内
容
な
ど
に
基
づ
き
算
定
さ
れ

る
た
め
、
前
年
の
所
得
が
確
定
す

る
７
月
に
な
ら
な
け
れ
ば
決
ま
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
４
月
・
６
月
・
８

月
に
特
別
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ

く
保
険
料
は
、
２
月
に
納
め
て
い

た
だ
い
た
額
と
同
額
を
、
仮
の
保

険
料
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
仮
徴
収
と
い
い
ま
す
。

　
年
度
の
年
間
保
険
料
額
は
、
７

３０月
中
旬
に
発
送
予
定
の
「
介
護
保

険
料
額
決
定
通
知
書
兼
納
入
通
知

書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
年
間

保
険
料
額
決
定
後
は
、
仮
徴
収
額

と
の
差
額
分
を
、　

月
・　

月
・

１０

１２

翌
年
２
月
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
（
本
徴
収
）。

仮
徴
収
額
を
変
更
す
る 

場
合
が
あ
り
ま
す

　
仮
徴
収
が
行
わ
れ
る
年
度
前
半

（
４
月
・
６
月
・
８
月
）
の
保
険

料
額
と
、
本
徴
収
が
行
わ
れ
る
年

度
後
半
（　
月
・　

月
・
翌
年
２

１０

１２

月
）
の
保
険
料
額
を
平
準
化
す
る

た
め
に
、
８
月
の
仮
徴
収
額
を
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
仮
徴
収
額
を
変
更
し
た
場
合
は
、

「
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
兼

納
入
通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
　
詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
保
険
係

☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線
４

９
１
０
・
４
９
１
１
）
へ
。

　
市
で
は
、
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
を

対
象
に
、
児
童
の
見
守
り
や
食
事

の
世
話
な
ど
を
お
手
伝
い
す
る
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
【
派
遣
対
象
】
市
内
に
居
住
し
、

次
の
①
～
⑦
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
た
め
、
家
事
・
育
児
な
ど
の

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
ひ
と
り

親
家
庭

　
①
ひ
と
り
親
家
庭
に
な
っ
て
２

年
以
内
の
場
合

　
②
技
能
習
得
の
た
め
、
職
業
能

力
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
通
学
し

て
い
る
場
合

　
③
就
職
活
動
な
ど
自
立
促
進
に

必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

　
④
疾
病
・
出
産
・
看
護
・
事
故
・

災
害
・
冠
婚
葬
祭
・
学
校
行
事
の

参
加
な
ど
、
一
時
的
に
支
援
が
必

要
な
場
合

　
⑤
未
就
学
児
を
養
育
し
て
い
て
、

就
業
上
の
理
由
に
よ
り
、
帰
宅
時

間
が
遅
く
な
る
な
ど
の
場
合
（
所

定
内
労
働
時
間
の
就
業
を
除
く
）

　
⑥
小
学
校
３
年
生
以
下
の
児
童

の
保
護
者
が
、
就
業
の
事
情
に
よ

り
支
援
を
必
要
と
し
、
前
記
①
～

⑤
に
該
当
し
な
い
場
合

　
⑦
そ
の
他
ひ
と
り
親
家
庭
の
た

め
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

　
【
派
遣
回
数
と
派
遣
時
間
】原
則

と
し
て
、
派
遣
回
数
は
１
日
１
回
、

月
に　
回
ま
で
。
派
遣
時
間
は
午

１２

前
７
時
～
午
後　
時
の
間
で
、
１

１０

日
８
時
間
以
内
（
１
時
間
単
位
）

　
【
援
助
内
容
】食
事
の
世
話
、住

居
の
清
掃
・
整
理
整
頓
、
被
服
の

洗
濯
、
育
児
な
ど

　
※
保
育
園
・
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど

の
送
迎
を
行
う
場
合
は
、
徒
歩
で

行
い
ま
す
。
ま
た
、
送
迎
単
独
で

の
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
【
費
用
】所
得
に
応
じ
て
費
用
負

担
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
【
ご
注
意
】金
銭
に
関
わ
る
行
為
、

家
屋
の
修
理
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
に
な
ら
な
い
業
務
が
あ
り
ま

す
　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
助
成

支
援
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
６
へ
。

　
市
で
は
、
市
が
実
施
し
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
成
果
や
実
績
な
ど
を
把
握
す

る
た
め
、「
施
策
成
果
等
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
市
内
在
住
の　
歳
以
上

１８

の
方
の
中
か
ら
無
作
為
に
２
０
０

０
人
を
抽
出
し
、
郵
送
で
調
査
票

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
票
が
届
い
た
方
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
結
果

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
行
政
管
理
課
☎
４
７

０
・
８
０
３
１
へ
。

市
税
な
ど
の
納
付
に

市
税
な
ど
の
納
付
に
はは

口
座
振
替
の
ご
利
用

口
座
振
替
の
ご
利
用
をを

休
日
・
夜
間
納
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　

年
度
に
お
け
る
固
定
資
産
税
・

３０都
市
計
画
税
の
あ
ら
ま
し

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
方
へ

介
護
保
険
料
・
仮
徴
収
の
ご
案
内

「
施
策
成
果
等
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

「
施
策
成
果
等
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」をを

実
施
し
て
い
ま

実
施
し
て
い
ま
すす
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